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金星の観望好期
　今年の天界に於ける呼び物の一つは何ε言っても金星である．年の明け

るε共に眠に日浸後の西天にあって，沓の明星Sして輝やき，其の後，漸

衣，太陽εの離角が大きくなって，観望し易くなる．七月二二日には最大離

角で，太陽の東45度の所にあり，八月五日には最大光輝「一4．2」こなり，八

月十八日には停留，それから逆行に移り，九月十日，太陽ε内合して曉天

に移るまで，九ケ月間，永く西天を賑はす．（十月からは東天を飾るが，参

れは叉改めて記さう．」

　「金星は自零してみるか否か」ミいふ問題が，ガリレオ以來，學者間の論

箏εなってみる．過去三百年間に，此の金星の自適週期Sして如何なる異

説が唱へられたかについては，「天界」（第四巻）第42號第236頁に詳しく説明

されてある．侮ほ，去る1921年，遊星表面學の樫威William　PickehD9（ピケ

リング）氏が「金星は殆んさ黄道面にある自韓軸を持ち，自韓時間は約68

時間である」ミいふ新しい観測結果を獲表した乙は「天界」（第一巻）第11號

第222頁に記しナこ．：三ころが，近く1924年の春四月9日から同月16日までの

六日間に喪中の大英天文協會観測部（B．A．A．，　ObserVing　Section）水星金星

部長マツキウン（H．McEwen）氏が其の住居するカムボスラング（Cambu一

一slang，浮れはグラスゴー市外5キロ東南）市に於いて，「5吋」レイ（Wray）屈

折望遠鏡に162倍の倍率で観測した結果を，1926年三月31日の大英天文協

會の例會に於いて報告しナこ（Hepbum遷代讃）．それによるε．マツキウン

氏は金星の自轄時間を66時間乃至77時間ε観測し，ほΣ’ピケリング教授の

報告を確定しテここミになってみる．

　今年の金星接近期は此の種の観測をするkめに非常に好都合である，こ

こに．ピケリング，マツキウン爾氏の説により．今年三月から八月まで毎

月1日の時，地球から見てみる金星の形ε，其の自韓軸の位置，及び其の

馬韓の模襟を圖に表はし7こ．疲れによって金星が如何に不可思議な自記を

やってみるかを見，筒ほ手頃の望遠鏡を持ってるる入々は観測せられんこ

ミを望む．金星は光輝が強いから，七八月頃には自書肉眼にも見え，其の

表面観測は，日越後よりもむしろ書間の方が適當である．只，観測者の熟

練の外に，襯測地の室氣の李静なこミN，金星面に異常な斑駝の出現を忍

耐して待たなければならない．金星は準常非常に濃厚な雲霧に閉されてみ

るから，稀に見える斑鮎のみを頼りεしなければ自韓の観測は不可能であ

るこミを，マキゥン氏も述べてみる．　　　（山本）
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